
平成２５年１１月３０日(土）

第４４３回史跡めぐり

晩秋の名城・八王子城跡と多摩御陵

山頂の八王子緬現９１６年

華厳菩薩妙行が記る八王子

の地名由来となった
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八 王子城本丸跡
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晩
秋
の
名
城
。
八
王
子
城
跡
と
多
摩
御
陵

可F

第４４３回史跡巡り
コースガイド

L Z。

①日本百名城・八王子城跡

②昼食（八王子城跡ガイダンス施設）

③武蔵陵墓地（大正天皇・多摩陵）

及び（昭和天皇・武蔵野陵）

④信松院（松姫様のお墓と文化財拝観）

⑤八王子郷土資料館

⑥道の駅・八王子滝山

⑦八王子Ｉｃ－北越谷駅

※車窓より「宗関寺」・「氏照及び家臣

墓」・「廿里古戦場」・「甲州街道」・『滝

山城」・「大善寺」など拝観・遠望

北越谷駅１８：３０帰着予定

集
合
Ⅱ
北
越
谷
駅
西
口
広
場
午
前
七
時
三
十
分

参
加
饗
Ⅱ
六
、
五
０
０
円
（
バ
ス
代
・
昼
食
代
・
入
館
料
等
）

案
内
者
Ⅱ
副
会
長
・
渡
辺
和
照
理
事
・
坂
本
誠
一
郎

日
本
百
名
城
・
八
王
子
城
、
大
正
・
昭
和
天
皇
が
眠
ら
れ
る
多
摩
御
陵

な
ど
を
晩
秋
に
た
ど
る
バ
ス
の
旅

日
時
Ⅱ
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
（
土
）

北越谷駅一（高速道）一八王子ＩＣ

②

八王子城「曳橋」と「虎口」



戸
蝶
辿
榊
の
残
存
状
態
も
良
い
。
天
文
５
年
（
１
５
３
６
）
に
北
条
氏
康
、
同

１
２
年
（
１
５
５
２
）
に
は
上
杉
搬
僧
、
永
禄
１
２
年
（
１
５
６
９
）
に
は
、

武
川
伯
玄
の
攻
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
し
か

・
現
況
東
京
府
時
代
（
１
９
４
３
迄
）
は
東
京
府
に
次
い
で
１
９
１
７
年
に

２
番
目
に
市
制
移
行
。
人
口
約
５
８
万
人
で
東
京
都
内
の
市
町
村
で
は
Ｎ
ｏ
ｌ
。

全
国
の
市
町
村
の
中
で
も
第
２
３
位
（
政
令
指
定
都
市
を
除
け
ば
、
第
３
位
）

・
人
口
の
特
徴
は
、
①
昼
間
の
人
口
と
夜
間
人
口
が
ほ
ぼ
同
じ
②
学
生
が
１
０

万
余
人
十
教
師
約
８
千
人
が
お
り
、
平
均
年
齢
が
非
常
に
若
い
こ
と
で
す
。

・
１
９
８
６
年
に
国
交
省
よ
り
業
務
核
都
市
に
指
定
。
ま
た
２
０
１
５
年
に
中

核
市
に
移
行
の
予
定
で
す
。

・
地
理
中
世
か
ら
近
仙
・
近
代
に
至
る
ま
で
東
西
を
走
る
甲
州
街
道
と
、
川

越
・
桐
生
・
日
光
（
千
人
同
心
街
道
）
な
ど
関
東
北
西
部
、
小
田
原
・
鎌
愈
・

横
浜
（
浜
街
道
）
な
ど
南
西
部
・
南
東
部
を
結
ぶ
街
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要

衝
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
甲
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

．
か
つ
て
紺
織
物
産
業
・
養
薙
業
が
蝋
ん
で
あ
っ
た
為
に
「
桑
の
都
」
及
び
「
桑

都
（
そ
う
と
）
」
と
い
う
美
称
が
あ
り
ま
す
．

・
１
１
世
紀
武
蔵
七
党
の
一
つ
「
横
山
覚
」
の
拠
点
で
す
。

ｃ
八
王
子
の
地
名
と
由
来

ｃ
八
王
子
市
の
今
昔
（
概
要
）

型
１
）
武
蔵
国
守
護
代
大
石
定
霞
が
築
き
、
商
月
城
か
ら
移

娠
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
大
石
定
久
の
誕
子
と
し
て

入
城
し
た
北
条
氏
照
が
八
王
子
城
に
移
転
す
る
ま
で
、
関

東
屈
指
の
城
郭
と
し
て
そ
の
威
容
を
誇
っ
た
「
丘
山
城
」
。

多
摩
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
加
住
丘
陵
の
複
雑

な
地
形
と
急
峻
な
断
崖
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
天
然
の
要

塞
で
、
多
摩
川
か
ら
比
高
約
７
０
ｍ
。
空
堀
・
土
塁
・
井

八
王
子
神
社
は
、
牛
頭
天
王
と
そ
の
作
屈
神
（
け
ん
ぞ
く
し
ん
・
主
神
に
つ
き

従
う
神
々
）
で
あ
る
八
人
の
王
子
を
祁
る
信
仰
と
共
に
、
全
国
に
点
在
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
地
の
八
王
子
椛
呪
は
、
延
燕
１
６
年
（
９
１
６
）
に
華
厳
菩

薩
妙
行
が
深
沢
山
今
の
八
王
子
城
吐
の
頂
上
に
近
い
平
地
に
祁
っ
た
と
い
わ

れ
、
地
糸
の
由
来
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
宗
側
寺
伝
「
開
山
華
厳
菩

薩
妙
行
和
尚
伝
並
序
」
に
よ
る
）

大
永
元
年
（
１
５
２
１
）

⑧
八
王
子
の
歴
史
年
表

・
別
添
資
料
⑭
頁
参
照
く
だ
さ
い
。

●
八
王
子
城

、
八
瞳
子
城
に
つ
い
て
は
、
後
段
⑫
頁
～
⑬
頁
貼
付
賛
料
ご
参
照
ね
が
い
ま
す
。

●
滝
山
城
跡
③

・
八
王
子
神
社
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
八
王
子
」

と
呼
ば
れ
始
め
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
記
録
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
永
禄
１
２
年
（
１
５
６
９
）
５
月
８
日
付
け
北
条
氏

康
の
蒋
状
が
今
の
と
こ
ろ
般
初
の
も
の
で
す
。
こ
の
排
状
の
中
で
「
八
王

子
方
面
」
の
意
味
で
「
八
王
子
筋
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
ま
す
。



・
永
禄
１
２
年
（
１
５
６
９
）
、
武
田
信
玄
は
小
田
原

城
の
北
条
氏
康
を
攻
め
る
為
に
甲
州
を
８
月
下
旬
に

出
発
し
、
碓
氷
峠
を
越
え
て
北
関
東
の
北
条
氏
の
諾

城
を
次
々
と
攻
撃
し
、
滝
山
城
攻
撃
の
た
め
拝
島
に

陣
し
た
。

・
一
方
、
信
玄
の
武
将
甲
州
岩
殿
城
主
小
山
田
信
茂

は
、
甲
州
か
ら
小
仏
峠
を
越
え
て
９
月
下
旬
に
攻
め

込
ん
だ
。
滝
山
城
主
北
条
氏
照
の
家
臣
、
横
地
監
物
．

中
山
勘
解
由
家
範
、
布
施
出
羽
守
ら
は
、
廿
里
に
て

迎
え
撃
っ
た
が
、
一
戦
に
し
て
脆
く
も
破
れ
去
っ
た
。

．
こ
の
戦
い
の
後
、
滝
山
城
は
三
の
丸
ま
で
攻
め
込
ま
れ
、
落
城
の
危
機
に
瀕

し
た
が
、
信
玄
は
途
中
で
小
田
原
に
向
か
い
、
落
城
は
免
れ
ま
し
た
。

し
信
玄
の
攻
撃
を
受
け
た
後
、
甲
州
勢
に
対
す
る
戦
略
的
な
見
地
か
ら
、
氏
照

は
城
を
「
山
城
」
た
る
八
王
子
城
に
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
現
在
、
城
の
大
部
分
は
、
東
京
都
の
自
然
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
桜
の
名
所

で
も
あ
る
が
、
城
郭
そ
の
も
の
の
見
学
は
、
葉
が
落
ち
た
晩
秋
か
ら
初
春
に
か

け
て
が
最
も
適
し
て
い
ま
す
。

⑧
三
増
（
み
ま
せ
）
峠
の
戦
い

⑦
廿
里
（
と
ど
り
）
古
戦
場

右
記
、
廿
里
・
滝
山
城
の
戦
い
の
後
、
武
田
信
玄
は
１
０
月
１
日
、
小
田
原
城

下
に
環
を
す
す
め
包
囲
し
た
。
し
か
し
か
つ
て
上
杉
謙
信
が
１
０
万
以
上
の
兵

力
で
攻
め
た
が
不
落
で
あ
り
、
今
回
の
信
玄
は
、
挑
発
す
る
も
小
田
原
方
が
龍

城
し
た
の
で
、
４
日
後
に
城
下
に
放
火
後
、
軍
を
退
い
た
。
信
玄
は
甲
斐
に
帰

陣
の
際
、
現
相
模
原
市
近
く
の
三
増
（
み
ま
せ
）
峠
を
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ

こ
で
北
条
軍
は
１
０
月
６
日
、
氏
照
・
氏
邦
が
三
増
峠
で
武
田
軍
を
待
ち
伏
せ

し
、
小
田
原
を
出
陣
し
た
氏
政
と
挟
み
撃
ち
の
作
戦
で
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
。

戦
局
は
二
転
三
転
し
た
が
、
小
田
原
か
ら
の
氏
政
軍
が
到
達
せ
ず
、
結
果
的
に

は
北
条
軍
の
大
敗
と
な
り
ま
し
た
。

．
こ
の
年
の
一
連
の
戦
い
で
、
氏
照
は
滝
山
城
の
弱
点
と
甲
州
ロ
の
重
要
性
を

感
じ
、
小
仏
峠
に
近
い
八
王
子
城
の
築
城
を
計
画
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
八
王
子
市
教
育
委
員
会
）

●
宗
関
寺
（
そ
う
か
ん
じ
）

④

っ
た
が
、
当
時
水
戸
藩
家
老
中
山
信
治
（
次
項
の
「
氏
照
の
墓
」
参
照
）
に
上

り
氏
照
百
回
忌
法
要
の
際
に
新
た
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

準

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
前
述
「
八
王
子
の
地
名
と
由
来
』

の
項
で
触
れ
た
、
平
安
時
代
に
華
厳
菩
薩
妙
行
が

開
い
た
寺
を
北
条
氏
照
が
、
永
禄
７
年
（
１
５
６

４
）
に
再
興
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
照
を
は
じ
め
、

多
く
の
家
臣
が
参
禅
し
た
。

八
王
子
城
落
城
の
お
り
に
焼
失
し
た
が
、
後
に
卜

山
舜
悦
（
俳
国
普
照
禅
師
）
が
氏
照
の
菩
提
を
弔

う
為
に
再
興
し
、
寺
名
も
彼
の
法
名
を
と
っ
て

「
宗
関
寺
」
と
改
め
た
。
そ
の
後
再
び
火
災
に
漕



氏
政
と
共
に
秀
吉
の
命
で
切
腹
し
、

●
お
城
の
種
類

家
康
に
助
け
ら
れ
た
長
子
の
子
Ⅱ
孫
、
泣
張
が
久

劉
里
城
藩
主
を
継
ぎ
、
次
子
信
治
が
水
戸
家
の
家

老
と
な
り
栄
え
た
）
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
。
（
☆
家

範
の
勇
猛
な
働
き
を
家
康
が
耳
に
し
て
、
遺
児
を

取
立
て
た
）

ｃ
北
条
氏
照
及
び
家
臣
菓

．
山
城
・
・
・
五
大
山
城
（
山
岳
城
）
は
、
別
頂
参
照

・
古
代
山
城
・
中
世
山
城
・
近
世
山
城
（
安
土
城
・
川
詞
引
蝋
）

．
平
山
城
（
咽
淵
姻
・
熊
本
城
・
彦
根
城
・
例
叫
捌
・
湖
叫
刷
）

・
丘
山
城
（
澗
叫
蝋
Ⅱ
平
山
城
の
内
、
丘
陵
上
を
城
地
と
し
た
も
の
）

．
北
条
氏
照
は
兄
、

．
Ｗ
洞
宗
の
古
剃
で
山
号
は
金
施
山
。
開
基
は
信
松
禅
尼
こ
と
信
松
院
殿
月
峰

永
琴
大
禅
定
尼
、
開
山
は
師
で
あ
る
Ｗ
洞
宗
の
名
刺
、
心
源
院
の
随
翁
舜
悦

ト
山
和
尚
（
勅
賜
仏
国
普
照
禅
師
）
。
１
５
９
０
年
（
天
正
１
８
年
）
に
信
松

①
月
山
富
田
城
②
春
日
山
城
③
観
音
寺
城
④
七
尾
城
⑤
八
王
子
城

※
八
王
子
城
に
代
り
、
小
谷
城
を
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

、
平
城
（
大
阪
城
・
松
本
城
・
名
古
屋
城
・
広
島
城
）

・
水
城
・
海
城
（
忍
城
・
高
松
城
・
今
治
城
）

・
湖
城
（
松
江
城
・
高
島
城
）

・
島
城
（
来
島
城
・
能
島
城
）

＄
傘

・
落
城
時
、
北
条
方
婦
女
子
や
武
将
ら
が
御
主
殿
の
滝
上
流
に
て
自
刃
し
次
々

に
身
を
投
じ
、
そ
の
血
で
城
山
川
の
水
は
三
日
三
晩
赤
く
染
ま
っ
た
と
伝
え
ら

れ
、
八
王
子
市
で
は
、
毎
年
６
月
２
３
日
に
赤
飯
を
炊
く
風
習
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
祝
祭
慶
事
の
為
で
な
く
、
先
述
身
を
投
じ
た
人
々
を
弔
う
後
世
の
人
々
の

手
向
け
の
印
し
で
、
前
記
辛
く
も
生
き
延
び
、
水
戸
家
家
老
と
な
り
一
門
を
弔

え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
あ
の
世
へ
逝
っ
た
八
王
子
城
下
一
門
衆
の
せ
め

て
も
の
慰
め
と
な
り
、
永
き
存
念
の
一
端
を
晴
ら
し
得
た
の
で
し
た
。

⑤

）
共
に
秀
吉
の
命
で
切
腹
し
、
小
田
原
の
北
条
家
菩

提
寺
伝
心
庵
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
氏
照
百
回
忌
の

機
に
家
臣
中
山
家
範
の
孫
、
傭
治
（
八
王
子
城
落

城
時
、
中
山
家
範
一
族
は
、
自
害
を
図
っ
た
が
、

．
要
害
地
区
・
・
・
戦
闘
時
に
要
塞
と
な
る
地
区
。
本
丸
、
松
木
曲
輪
な
ど

，
居
館
地
区
・
・
・
城
主
・
氏
照
の
館
・
御
主
殿
な
ど

，
根
小
屋
地
区
・
・
家
臣
団
の
屋
倣
や
寺
院
等
集
落
な
ど

、
外
郭
の
防
御
施
設
群

、
現
在
の
元
八
王
子
１
～
２
丁
目
に
広
が
る
城
下
町
地
区

⑧
日
本
五
大
山
城
（
山
岳
城
）

⑦
城
郭
の
地
区
呼
称
（
八
王
子
城
に
つ
い
て
）

⑯
多
摩
陵
。
武
蔵
野
陵

・
御
陵
に
つ
い
て
は
、
後
段
⑮
頁
～
⑯
頁
貼
付
資
料
ご
参
照
ね
が
い
ま
す
。

⑪
信
松
院
に
つ
い
て



尼
が
八
王
子
御
所
水
（
現
・
八
王
子
市
台
町
）
の

草
庵
に
移
転
し
た
の
が
創
建
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
有
文
化
財
①
木
製
軍
船
の
ひ
な
形
（
朝
鮮
の
役

ｌ
文
禄
・
慶
長
の
役
に
小
早
川
隆
景
軍
が
使
用
し

た
軍
船
の
模
型
。
松
姫
の
兄
、
仁
科
盛
信
の
子
孫

で
あ
る
資
真
か
ら
の
寄
進
）
②
木
造
松
姫
坐
像
③

松
姫
尼
公
墓

ｌ
鋳
：
…
雌
…
麺

と
き
に
、
織
田
信
長
の
嫡
子
で
当
時
１
１
歳
の
信
忠
と
婚
約
い
た
し
ま
す
。
当

時
の
日
本
は
戦
国
の
時
代
で
、
と
り
わ
け
武
田
信
玄
の
力
が
強
大
で
あ
り
、
新

興
勢
力
の
織
田
信
長
も
覇
業
を
達
成
さ
せ
ん
が
た
め
に
、
信
玄
と
縁
故
関
係
を

松
姫
様
の
生
涯

宕垂学＝

壷;篇

鎮
⑲
武
田
信
玄
公
息
女松

姫
さ
ま
は
武
田
信
玄
の
四
女
と
し

て
永
禄
４
年
（
１
５
６
１
）
９
月
に
お

生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も

父
信
玄
は
、
宿
敵
上
杉
謙
信
と
雌
雄
を

決
す
べ
く
川
中
島
に
出
陣
し
て
い
た

信
茂
の
四
歳
に
な
る
香
貴
姫
も
伴
い
ま
す
。
護
衛
の
武
士
に
守
ら
れ
な
が
ら
一

行
は
、
父
祖
の
地
甲
斐
を
後
に
し
て
見
知
ら
ぬ
他
国
の
関
東
を
指
し
て
落
ち
の

び
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
幾
多
の
難
関
の
末
に
た
ど
り
着
か
れ
た
の
が
、
武
蔵
国

横
山
宿
（
八
王
子
）
の
恩
方
村
で
、
一
先
ず
金
照
庵
と
い
う
小
庵
に
落
着
か
れ
ま

す
。
や
が
て
松
姫
さ
ま
は
、
ほ
ど
近
く
に
在
る
曹
洞
宗
の
名
剃
心
源
院
に
随
翁

舜
悦
卜
山
和
尚
（
勅
賜
仏
国
普
照
禅
師
）
を
訪
ね
ら
れ
、
禅
師
の
下
で
剃
髪
さ
れ

一
一

結
び
た
い
と
松
姫
さ
ま
と
信
忠
と
の
政
略
結
婚
を
意
図
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

元
亀
３
年
（
１
５
７
２
）
、
信
玄
は
大
軍
を
率
い
て
の
宿
願
の
上
洛
の
軍
を
起
し

ま
し
た
。
そ
の
信
玄
の
行
く
手
に
立
塞
が
っ
た
の
が
徳
川
家
康
で
あ
り
、
浜
松

の
北
一
里
に
あ
る
三
方
ヶ
原
で
合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
織
田
信
長

は
家
康
の
た
め
に
援
軍
を
送
り
ま
す
。
こ
の
合
戦
は
信
玄
の
圧
勝
と
な
り
、
信

玄
は
信
長
が
家
康
に
援
軍
を
送
っ
た
こ
と
で
、
松
姫
さ
ま
と
信
忠
と
の
婚
約
を

破
棄
い
た
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
不
幸
に
も
年
が
明
け
た
天
正
元
年
、
信
玄
は
旅

の
途
中
で
病
を
発
し
て
没
し
ま
す
。
信
玄
の
後
を
嗣
い
だ
武
田
勝
頼
も
時
代
の

流
れ
に
抗
し
難
く
、
天
正
１
０
年
３
月
、
織
田
・
徳
川
両
軍
の
侵
攻
の
前
に
天

目
山
で
討
死
、
こ
こ
に
甲
斐
源
氏
の
名
門
武
田
家
は
滅
亡
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
そ
の
時
の
松
姫
さ
ま
は
と
い
う
と
、
そ
の
年
の
正
月
に
兄
、
仁
科
五
郎
盛

信
（
信
玄
の
五
男
で
、
信
濃
の
名
門
仁
科
の
家
名
を
嗣
ぐ
）
の
す
す
め
で
、
盛
信
⑥

や
門
仁
科
の
家
名
を
嗣
ぐ
）
の
す
す
め
で
、
盛
信

の
居
城
高
遠
城
を
訪
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
織
田
の
軍
勢
が
攻
め
て
く
る
と
い
う

報
せ
に
、
急
ぎ
甲
府
へ
戻
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時

松
姫
さ
ま
は
、
兄
盛
信
の
四
歳
に
な
る
督
姫
を

連
れ
、
さ
ら
に
途
中
韮
崎
の
新
府
城
に
立
寄
っ

て
勝
頼
の
姫
で
四
歳
に
な
る
貞
姫
や
、
小
山
田

r詩



．
勝
頗
Ｉ骨

正
室
遠
山
夫
人
（
父
は
美
濃
国
遠
山
氏
・
母
は
織
田
信
長
の
妹
）

継
室
北
条
氏
康
の
娘
（
氏
政
の
妹
）

・
長
女
黄
梅
院
・
・
・
北
条
氏
政
の
室

・
二
女
見
性
院
・
・
・
穴
山
梅
雪
の
室
（
後
の
保
科
正
之
の
養
母
）

・
三
女
真
理
姫
・
・
・
木
曽
義
昌
の
室

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
傍
ら
に
は
糸
左

，『

紬
ぎ
、
紺
を
織
ら
れ
た
り
し
て
織
物
の
技
を
里
人
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
又
、
近

隣
の
子
供
達
に
は
手
習
い
を
教
え
ら
れ
た
り
し
て
、
土
地
の
人
々
か
ら
大
変
に

慕
わ
れ
聯
わ
れ
て
平
和
な
日
々
を
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
松
姫
さ
ま
が
伝
え

ら
れ
た
織
物
が
、
後
世
八
王
子
織
物
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。
さ
て
、
関
東
へ
入
っ
た
家
康
は
居
城
を
江
戸
に
定
め
、
甲
信
へ
の
備
え

の
為
に
八
王
子
に
千
人
同
心
を
配
置
い
た
し
ま
す
。
こ
の
千
人
同
心
は
、
元
武

田
家
に
仕
え
て
い
た
旧
臣
達
で
す
。
又
、
関
東
の
総
代
官
所
を
八
王
子
に
置
き
、

総
代
官
に
は
大
久
保
長
安
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
久
保
長
安
も
か
っ
て

は
武
田
の
家
臣
で
し
た
。
異
郷
で
新
し
い
生
活
に
従
事
す
る
千
人
同
心
も
、
又
、

大
久
保
長
安
も
八
王
子
に
旧
主
の
姫
松
姫
さ
ま
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

1羽

Ｉ

て
仏
弟
子
と
な
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
法
名

を
信
松
禅
尼
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
御
年
２

２
歳
で
あ
り
ま
す
。
天
正
１
８
年
、
松
姫

さ
ま
は
御
自
身
の
庵
を
持
た
れ
る
べ
く
、

当
時
の
上
野
原
宿
で
御
所
水
の
流
れ
も

滴
い
最
勝
の
地
、
御
所
水
の
里
へ
移
り
住

ま
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
庵
を
結
ば
れ
た
所

が
現
在
の
信
松
院
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃

の
八
王
子
は
北
条
氏
照
の
八
王
子
城
も

陥
落
し
て
、
関
東
は
徳
川
家
康
が
管
領
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。
さ
て
、
御
所
水

に
住
ま
わ
れ
た
松
姫
さ
ま
は
、
武
田
一
族

の
菩
提
を
弔
わ
れ
る
仏
道
精
進
の
毎
日

参
考
・
武
田
信
玄
の
子
女
に
つ
い
て

ど
れ
だ
け
心
強
く
思
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
家
康
も
、
信
玄
の
姫
松
姫

さ
ま
が
八
王
子
に
お
ら
れ
る
を
知
っ
て
寺
領
を
贈
り
、
時
折
に
消
息
を
尋
ね
た

り
し
て
な
ぐ
さ
め
ら
れ
ま
す
。
天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
も
慶
長
３
年
に
病

没
し
、
天
下
は
家
康
の
も
の
と
な
り
、
こ
こ
に
江
戸
幕
府
三
百
年
の
礎
が
築
か

れ
ま
す
。
時
は
移
り
元
和
２
年
４
月
１
６
口
（
１
６
１
６
）
戦
国
の
時
代
を
力
強

く
生
き
抜
か
れ
た
松
姫
さ
ま
は
、
温
か
い
人
々
に
蒜
ま
も
ら
れ
な
が
ら
、
眠
る

が
如
く
に
他
界
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
御
年
５
６
歳
で
あ
り
ま
し
た
。
法

名
信
松
院
殿
月
峰
永
琴
大
禅
定
尼
。
奇
し
く
も
そ
の
翌
１
７
日
に
は
徳
川
家
康

も
逝
去
せ
ら
れ
て
、
後
に
日
光
束
照
宮
に
祁
ら
れ
ま
す
。
こ
の
東
照
宮
の
守
談

に
就
い
た
の
が
八
王
子
千
人
同
心
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
こ

と
は
、
松
姫
さ
ま
を
め
ぐ
っ
て
の
奇
し
き
因
縁
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。

⑦

、
五
女
甲
斐
御
前
（
菊
姫
）
・
・
上
杉
景
勝
の
宝

■

男
信
忠
と
婚
約

四
女
信
松
尼
（
松
姫
）
・
信



。
成
り
立
ち
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
家
康
は
、
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
日

本
橘
を
起
点
と
し
て
、
公
用
の
旅
行
や
物
資
の
輸
送
に
備
え
、
東
海
道
に
伝
馬

制
を
制
定
。
そ
し
て
各
宿
に
人
馬
の
継
立
や
宿
泊
施
設
の
盤
備
を
し
、
順
次
五

街
道
な
ど
幹
線
道
路
整
備
を
順
次
行
っ
た
。
甲
州
道
中
は
、
中
吐
か
ら
の
叩
斐

国
と
武
蔵
国
と
を
結
ぶ
道
を
基
礎
と
し
て
、
当
初
は
、
江
戸
か
ら
甲
府
ま
で
が

整
備
さ
れ
、
そ
の
後
中
山
道
と
合
流
す
る
下
諏
訪
ま
で
延
災
さ
れ
た
。
元
は
叩

州
海
道
と
呼
ば
れ
た
が
、
承
徳
６
年
（
１
７
１
６
）
に
甲
州
道
中
に
改
称
し
た
。

道
程
約
５
３
里
（
２
０
８
．
５
ｋ
ｍ
）
で
、
内
藤
新
宿
か
ら
上
諏
訪
ま
で
４
５

す
ま
す
貴
重
な
資
料
を
保
存
・
公
開
す
る
施
設
を
求
め
る
市
民
の
声
が
高
ま
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
展
示
・
収
蔵
施
設
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
昭
和
４
２
年
４
月
１
日
に
八
王

子
市
郷
土
資
料
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

司戸ー間下一一一_△、－－－－１

⑱
甲
州
道
中

●
郷
士
歴
史
資
料
館

・
八
王
子
宿
天
正
１
８
年
（
１
５
９

０
）
八
王
子
城
が
落
城
し
た
後
、
そ
の

城
下
か
ら
現
在
の
八
王
子
市
街
で
あ

る
横
山
に
横
山
宿
・
八
日
市
宿
・
八
幡

宿
を
再
建
し
、
そ
の
後
八
木
宿
が
作
ら

れ
、
新
し
い
町
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
小
門
町
付
近
は
、
代
官
屋
敷
が

立
ち
並
び
、
代
官
頭
大
久
保
長
安
の
も

と
で
整
備
さ
れ
た
。
八
王
子
宿
は
十
五

の
宿
か
ら
な
る
が
、
横
山
・
八
日
市
の
⑧

一
一
宿
が
伝
馬
宿
と
し
て
の
人
馬
の
継

ぎ
立
て
の
一
切
を
取
り
扱
う
問
屋
や

本
陣
・
脇
本
陣
が
侭
か
れ
ま
し
た
。
（
偶

数
月
と
奇
数
月
で
交
代
し
た
。
六
斎
市

は
、
四
・
八
の
市
）

・
館
の
誕
生
昭
和
３
８
年
頃
、
中
央
商
速
自
動
車
道

の
建
設
に
伴
い
、
市
内
宇
津
木
町
向
原
遺
跡
の
発
掘
が

行
わ
れ
、
多
く
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
八
王
子
の
歴
史
資
料
を
収
集
・
保
存
し

よ
う
と
い
う
市
民
運
動
が
お
き
ま
し
た
。
昭
和
３
９
年

に
は
、
市
内
の
陶
芸
家
井
上
郷
太
郎
氏
が
収
集
し
た
貴

重
な
考
古
資
料
約
１
０
０
０
点
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
ま

術
３
２
継
と
い
わ
れ
る
。
甲
州
道
中
で
は
、
各
宿
で
人
足
２
５
人
・
馬
２
５
疋

の
常
備
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
甲
州
道
中
の
通
行

．
小
仏
峠
は
甲
州
道
中
で
股
も
重
要
視
さ
れ
た
堅
間
な
関
所
で
、
通
行
に
は
身

元
の
確
認
と
な
る
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
そ
の
小
仏
関
跡
に
は
手

形
を
戦
せ
る
台
が
残
っ
て
い
ま
す
。
参
勤
交
代
で
通
行
し
た
の
は
、
商
勘
藩
・

商
遠
藩
・
飯
田
藩
の
偏
州
三
藩
の
み
。
寛
永
９
年
（
１
６
３
２
）
か
ら
の
宇
治

の
お
茶
を
献
上
す
る
「
茶
壷
道
中
」
・
享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
幕
府
面
幡
領

と
な
っ
た
後
の
甲
府
の
政
務
・
甲
府
城
守
謹
の
為
の
甲
府
勤
番
の
通
行
・
江
戸



千
人
同
心
に
つ
い
て
は
、
後
段
⑰
頁
資
料
ご
参
照
ね
が
い
ま
す
。

●
大
久
保
長
安
（
な
が
や
す
）

・
大
久
保
長
安
（
１
５
４
５
～
１
６
１
３
）
大
和
国
・
金
春
流
猿
楽
師
・
大

蔵
太
夫
信
安
の
次
男
。
父
と
共
に
甲
斐
国
に
流
れ
、
猿
楽
で
な
く
家
臣
と
し
て

武
田
傭
玄
・
勝
頼
に
仕
え
た
。
武
田
家
滅
亡
後
、
家
康
の
家
臣
と
な
り
、
甲
斐

氏
照
が
、
甲
州
武
田
勢
の
侵
攻
に
備
え
て
小
仏
峠
の
頂
上
に
設
置
し
た
の
が
始

ま
り
で
、
天
正
８
年
麓
の
駒
木
野
に
移
り
、
北
条
氏
滅
亡
後
、
元
和
２
年
（
１

６
１
６
）
家
康
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
番
所
は
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）

取
り
壊
さ
れ
た
。
往
時
は
川
村
・
佐
藤
・
小
野
崎
・
落
合
の
４
家
が
関
守
を
務

め
ま
し
た
。

と
の
連
絡
な
ど
で
利
用
し
た
八
王
子
千
人
同
心
の
通
行
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
民
間
で
は
、
富
士
山
登
山
の
「
富
士
詣
』
久
遠
寺
参
詣
の
「
身
延
詣
」
さ

ら
に
は
、
横
浜
開
港
後
の
輸
出
用
生
糸
の
輸
送
「
絹
の
道
」
な
ど
へ
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

・
新
時
代
の
甲
州
街
道
へ

江
戸
と
信
州
を
結
ぶ
道
と
し
て
重
要
だ
っ

た
甲
州
道
中
も
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に

問
屋
制
を
含
む
宿
駅
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
民

憐
の
陸
運
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
１
３

年
（
１
８
８
０
）
に
は
馬
車
が
、
明
治
２
２

年
（
１
８
８
９
）
に
は
叩
武
鉄
道
（
中
央
線
）

新
宿
ｌ
八
王
子
間
が
開
通
し
、
交
通
手
段
は

変
化
し
た
。
そ
し
て
明
治
２
１
年
（
１
８
８

８
）
に
は
大
垂
水
峠
が
開
削
さ
れ
、
道
路
の

法
令
に
よ
り
国
道
に
指
定
さ
れ
「
甲
州
街
道
，

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

．
（
注
）
「
小
仏
関
」
は
、
天
正
年
間
に
北
条

を
そ
の
ま
ま
与
え
ら
れ
、
八
王
子
に
陣
屋
を
置
き
、
宿
場
建
設
や
浅
川
の
石
見

土
手
を
築
く
。
ま
た
家
康
に
対
し
、
武
蔵
国
の
治
安
維
持
と
国
境
警
備
の
重
要

性
に
つ
い
て
指
摘
、
八
王
子
五
百
人
同
心
を
誕
生
さ
せ
、
１
５
９
９
年
に
は
、

同
心
を
倍
増
し
八
王
子
千
人
同
心
と
な
り
ま
し
た
。
１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
の

戦
い
が
起
こ
る
と
徳
川
秀
忠
簸
の
鞭
重
役
を
務
め
、
戦
後
は
佐
渡
金
山
・
石
見

銀
山
等
の
検
分
役
。
併
せ
て
甲
斐
奉
行
・
美
濃
代
官
等
に
任
じ
ら
れ
、
従
五
位

下
石
見
の
守
に
叙
任
さ
れ
、
家
康
６
男
・
松
平
忠
輝
の
附
家
老
に
。
更
に
は
佐

渡
奉
行
や
同
時
に
年
寄
（
後
の
老
中
）
に
も
列
せ
ら
れ
た
。
ま
た
関
東
の
道
路

れ
、
猿
楽
で
な
く
家
臣
と
し
て

、
家
康
の
家
臣
と
な
り
、
甲
斐

岡
の
所
務
方
と
し
て
、
釜
無

川
・
笛
吹
川
堤
防
復
旧
・
金
山

採
掘
で
内
政
再
建
。
１
５
９
０

年
小
田
原
征
伐
後
関
東
に
入

る
。
伊
奈
忠
次
と
共
に
関
東
代

官
頭
と
し
て
家
康
直
轄
領
の

事
務
差
配
の
一
切
を
任
さ
れ

る
。
１
５
９
１
年
氏
照
の
旧
領

⑨

●
八
王
子
千
人
同
心火弘喝.坐.轟蝋
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内
大
横
町
へ
移
幅
し
、
そ
れ
よ
り
約
３
５
０
年
間
に
渡
り
昭
和
３
６
年
現
在
地

に
移
蛎
す
る
ま
で
の
間
、
「
大
横
町
の
大
善
寺
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
参
り

ま
し
た
。

整
備
・
一
里
塚
建
設
も
任
さ
れ
、
現
在
の
里
程
標
二
里
Ⅱ
３
６
町
、
一
町
Ⅱ

６
０
間
、
一
間
Ⅱ
六
尺
」
と
い
う
間
尺
を
も
整
え
ま
し
た
。
（
注
）
間
尺
は
伊

奈
の
「
備
前
純
」
も
有
粕
で
す
。

・
慶
長
１
８
年
（
１
６
１
３
）
卒
中
に
て
没
す
る
や
「
金
山
の
統
播
椛
を
隠
れ

雄
に
不
正
群
財
あ
り
』
と
の
こ
と
で
、
７
人
の
男
子
全
員
が
処
刑
さ
れ
、
家
碓

は
埋
葬
さ
れ
た
長
安
の
遺
体
を
棚
り
起
こ
し
て
、
駿
府
城
下
、
安
併
川
の
川
原

に
斬
首
し
て
晒
し
首
に
し
て
い
ま
す
。

・
逸
話
３
０
歳
近
く
ま
で
全
く
「
徳
川
と
関
り
が
無
い
外
様
』
だ
が
、
老
中

に
就
い
た
唯
一
の
人
物
。
無
類
の
女
性
好
き
で
、
側
女
を
７
０
人
か
ら
８
０

人
抱
え
、
自
分
の
遺
体
を
「
黄
金
の
棺
」
に
入
れ
、
華
麗
な
葬
儀
を
す
る
よ
う

遺
言
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
長
安
の
陣
屋
跡
は
、
小
門
町
の
産
千
代
稲
荷
境
内
に
碑
が
あ
り
ま
す
。

⑦
呑
龍
上
人
ゆ
か
り
の
「
大
善
寺
」

M’ｊノ
ーーーーーつ

▲低回上人

・
浄
土
宗
観
池
山
往
生
院
大
善
寺
永
緑
年
刑

（
１
５
５
８
～
７
０
）
に
北
条
氏
照
が
菩
提
寺
と

し
て
滝
山
城
下
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
定
か
で
は
な
い
。
氏
照
の
八
王
子
城
移
娠

と
と
も
に
八
王
子
城
下
に
移
娠
し
、
さ
ら
に
天
正

１
８
年
（
１
５
９
０
）
八
王
子
城
落
城
に
よ
り
市

、
江
戸
時
代
は
、
関
東
１
８
境
林
の

、

逃
さ
れ
、
そ
の
後
、
家
康
公
の
絶
大
な
傭
を
得
て
一
太
田
大
光
院
」
の
Ⅲ
山
側

⑩

あ
の
一
子
育
て
呑
龍
さ
ま
」
で
す
。
越
谷
林
西
寺
を
中
興
の
あ
と
、
当
寺
に
栄

・
新
方
火
那
東
京
都
編
入
の
５
ヶ
月
後
、
明
治
２
６
年
（
１
８
９
３
）
８
月

６
Ⅱ
横
山
町
の
大
通
り
北
側
の
遊
郭
新
万
楼
か
ら
出
火
し
、
横
山
町
に
岬
を
並

⑪
八
王
子
「
明
治
の
大
火
事
」

ま
た
当
寺
が
運
営
す
る
隣
接
の
「
樹
士
見

台
霊
閲
」
に
は
、
」
松
本
清
張
の
お
難
が
あ

り
ま
す
。

ｉ

つ
で
、
特
に
第
３
世
住
聯
然
響
呑
龍
は

Ⅱ

▲大言ｑ糧内画［亮氷４年（１８５１）凶Ｉ

Ｗ
聖L』
一

に
な
ら
れ
た
方
で
す
。
当
寺
は
、
浄
土
宗

年
中
仏
耶
般
大
の
行
琳
で
あ
る
「
十
夜
（
じ

ゅ
う
や
）
法
要
は
八
王
子
の
お
＋
夜
」
と

知
ら
れ
、
３
０
０
余
年
の
伝
統
を
有
し
て

い
ま
す
。

・
当
寺
の
「
銅
造
焚
鐘
」
は
、
市
内
に
現

存
す
る
最
古
の
捷
鐘
。
代
官
竹
本
権
右
衛

門
・
町
奉
行
近
山
与
左
衛
門
・
町
年
寄
衆

田
中
五
郎
左
術
門
、
新
野
与
五
右
術
門
な

ど
が
大
旦
那
と
な
り
、
今
当
安
寧
を
願
っ

て
寛
永
３
年
（
１
６
２
６
）
に
鋳
造
。
加

藤
陛
左
術
門
尉
長
亜
の
作
で
あ
り
ま
す
。
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昭
和
２
０
年
８
月
２
日
午
前
（
深
夜
０
時
４
５
分
）
突
然
空
襲
が
始
ま
り
、

ア
メ
リ
カ
Ｂ
２
９
，
１
６
９
機
の
編
隊
に
よ
る
焼
夷
弾
爆
撃
で
市
街
地
の
９
割

が
灰
懲
に
帰
し
ま
し
た
。
こ
の
時
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
は
合
計
１
，
６
０
０

ト
ン
で
、
３
月
１
０
日
東
京
大
空
襲
の
総
投
弾
量
１
，
６
６
５
ト
ン
と
比
較
し

て
非
常
に
大
量
で
あ
っ
た
。
八
王
子
が
攻
撃
目
標
と
さ
れ
た
理
由
は
、
米
軍
資

料
に
よ
る
と
、
既
に
攻
蝶
対
象
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
引
引
訓
詞
の
内
、
そ
れ

ま
で
攻
喋
を
受
け
て
い
な
い
都
市
（
東
京
近
郊
の
た
め
か
）
で
、
真
夜
中
に
も

拘
わ
ら
ず
適
切
な
レ
ー
ダ
ー
写
真
と
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
米
軍
の
認
識
は
、
八
王
子
を
、
東
京
か
ら
本
州
北
半
分
へ

の
鉄
道
交
通
の
要
衝
で
、
周
辺
の
雅
滞
工
場
労
働
者
の
住
む
住
宅
密
集
地
と
み

⑲
第
二
次
大
戦
の
空
蕊

て
い
る
弊
、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら
ず
米
軍
独
自
の
八
王
子
に
対
す
る
認
撒
が
反

映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

-隆一＝毒幽瀞矛酋
』

べ
た
遊
女
屋
１
８
軒
を
初
め
、
火
は
八
日
町
を
延
焼
し
、
世
間
で
は
、
「
新
万

火
事
」
と
称
す
る
大
火
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
（
約
７
５
０
軒
焼
失
）

・
上
記
の
復
興
も
成
ら
ざ
る
う
ち
に
、
明
治
３
０
年
（
１
８
９
７
）
４
月
２
２

日
、
大
横
町
西
側
で
の
ラ
ン
プ
掃
除
の
失
火
が
原
因
で
、
折
柄
当
日
は
強
い
西

風
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
の
で
、
大
横
町
以
東
の
八
王
子
町
は
、
瞬
時
に
し
て
火

の
海
と
化
し
、
八
王
子
は
焦
土
の
町
と
化
し
ま
し
た
。
「
明
治
３
０
年
の
大
火
」

と
称
し
、
八
王
子
災
害
史
に
大
き
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
火
事
で
八

王
子
の
再
起
復
興
は
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
各
方
面
の
同
情
、
町
民
の
自
発
自

奮
に
よ
り
七
万
五
千
円
の
道
路
改
装
費
の
公
債
を
発
行
し
、
約
１
２
，
０
０
０

坪
の
敵
地
を
買
収
し
復
興
に
あ
た
り
、
今
日
の
市
街
地
の
基
雌
を
確
立
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。

当亘軍国h＝
一
《 ｒ
Ｔ

③
筒
一
一
鰯

》
・
・
鰯

》
毎
一
一
雲
虐
》
蝿

主
瀞
：
｜
⑧⑬

②
轡
懲

こ
の
日
の
死
亡
者
は
４
０

６
名
に
及
ん
で
い
ま
す
。

⑪
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